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十
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同
窓
会
例
会
開
催
さ
る

例
年
二
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た
例
会
は
、
本
年
は
一
月
二
十
二
日
(
日
)
に
母
校
第

二
講
堂
に
お
い
て
行
な
わ
れ
、
午
後
一
時
半
よ
り
四
時
半
ま
で
前
号
予
告
に
従
っ
て
北

村
勝
衛
教
授
並
び
に
山
本
義
茂
教
授
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
御
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

当
日
は
予
定
よ
り
約
三
十
分
遅
れ
て
開
会
さ
れ
た
が
、
一
月
の
寒
さ
に
も
か
か
わ
ら

ず
多
数
の
会
員
が
熱
心
に
聴
講
さ
れ
た
。

ま
ず
北
村
勝
衛
教
授
の
「
欧
米
視
察
談
」
と
題
す
る
講
演
は
、
昨
年
八
月
十
三
日
よ

り
十
一
月
二
十
二
日
ま
で
欧
米
の
歯
科
教
育
事
情
調
査
の
阿
的
を
も
っ
て
出
張
せ
ら
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門
分
野
は
勿
論
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他
の
分
野
に
関
す
る
こ
一
山
一
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二
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二
日
、
同
窓
会
例
会
終
了

一
氏
に
記
念
品
の
電
気
ス
タ
ン
ド
を
贈
呈
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と
に
つ
い
て
も
く
わ
し
く
、
教
授
独
得
の
一
山
後
、
母
校
新
館
地
下
ク
ラ
プ
室
に
お
い
一
し
た
。

ハ

表
現
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を
用
い
て
、
カ
ラ
l
ス
ラ
イ
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を
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て
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藍
綬
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授
与
せ
ら
れ
た
一
な
お
上
田
氏
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大
正
三
年
歯
科
診
療
~

映
写
し
な
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れ
、
聴
衆
を
魅
了
し
一
…
上
田
貞
三
、
向
井
喜
男
両
氏
の
授
賞
祝

一
所
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設
以
来
多
年
歯
科
診
療
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従
事
一

た

。
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V
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授
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、
文
京

一代
読
、
カ
ラ

l
ス
ラ
イ
ド
8
m
m
シ
ネ
の

区
真
珠
院
で
福
島
学
長
を
は
じ
め
、
解
剖

一映
写
等
を
行
な
っ
た
)

学
教
室
教
授
、
教
室
員
は
勿
論
の
こ
と
、

一

同
映
同

そ
の
他
基
礎
、
臨
床
の
各
教
室
教
授
及
び

一

「

ガ
ン
と
斗
う
」
(
お

m
m
総
天
然
色
)

教
室
員
並
び
に
御
叫
嵐
広
、
学
生
代
表
等
が

一

司
会

・
一三
崎
勤
郎
教
授

多
数
参
列
、
大
学
の
行
事
の

一
つ
と
し
て

十
O
人
事

厳
そ
か
に
と
り
行
な
わ
れ
た
。
戦
時
中
よ

一

講
師
昇
任

り
久
し
く
中
断
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
復

一

高
橋

一
祐
助
手
(
保
存
)
一一
一
E

・
コ一
・
一

活
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一

氏

家

英
降

H

(

口
外
)

E

一六
・
了

一

O
市
川
病
院
の
新
改
築
開
始
さ
れ
る

一

高

北

義

彦

η

(

η

)

η

昨
年
末
よ
り
外
来
病
合
の
取
嬢
し
に
清

一

江
崎
梅
太
郎
η
(
補
綴
)

付

手
、
現
在
歯
科
診
療
宗
一
取
壊
し
を
完
了
し

一

懸

田

利

孝

η

(

η

)

η

た
。
外
来
は
仮
建
築
制
令
で
診
療
を
続
わ

一

新
作

し

て

い

る

。

川

勝

。
歯
科
学
報
は
東
京
歯
科
大
学
学
会
機
関

一

誌
と
な
る

予

定

安

川

従
来
東
京
歯
科
大
学
出
版
部
か
ら
山
さ

れ
て
い
た
も
の
が
、
学

会

機

関

誌

と

し

て

太

旧

活
躍
す
べ
く
、
近
く
決
定
さ
れ
る
予
定
。

O
第
百
五
十
三
回
東
京
歯
科
大
学
学
会

(
例
会
)
の
開
催

一

本
月
十

一
日

(
土
)
午
後

一
時
か
ら
本

一

学
第
一

・
第
二
講
堂
の

二
会
場
に
お
い
て

一

盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。

一
般
演
題
は
総
計

一

四
十
四
題
を
か
ぞ
え
、
短
か
い
演
説
時
間

一

(八
分
間
)
に
対
し
て
活
液
な
討
論
が
多

一

数
の
演
説
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
。

一

一
般
演
説
終
了
閉
会
後
、
引
続
い
て
左

一

記
の
催
し
が
第
一
会
場
で
行
な
わ
れ
た
。

一

川
講
演

一

ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
A
R
P
A
総
会

一

に
出
席
し
て

一

東
京
女
子
医
大
教
授
村
瀬
正
雄
博
士

一

(
村
瀬
教
授
急
用
の
た
め
司
会
者
米
沢
和

一

非
常
勤
講
師

字
好

昭

二
講
師
(
市
病

・
耳
鼻
)

一一式
・
一・
一七

征
男

η

(
保
存
)

H

勤

H

(
補
綴
)

η

西
条
阿
部

休
職森
田
多
賀
雄
一
講
師
(
門
外
)
云
・
一
一

辞
任宇
野
昭
二
助
教
授
(
市
病

・
耳
鼻
)

Z
E

・
一ニ
-
Z

一

鈴
木
繁
講
師
(
保
存
)
一一
一
E

・
二
・
5

田
辺
怒
技
副
手
(
薬
理
)
吉一五
・二

・
一七

阿
部
勤
助
手
(
補
綴
)
正式
・
一・
一一一

竹

内

久

衛

H

(
薬
理
)
官一六
・
一
-一三一

丸
山
勝
彦
副
手
(
微
生
)
国一
千
三一
-
Z

一

道
夫
講
師
(
市
病

・
耳
鼻
)

一↑一六
・
一・
一

宅

一

η

(
市
病

・
内
科
)

円三(
・
一・
一五

孝
夫
助
手
(
ぃ
巾
病

・
耳
鼻
)

一一六
・
一・
一

母

校

だ

よ

り
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現

在

会

員

数

回

明

治

郎

、
入
江
義
次
、
上

内

訳

回

貞

三

、
小
椋
善
男
、
北
村

名

誉

会

員

宗

一

、
九
津
見
出
車
、
鈴
木
義

並

通

会

員

三

郎

、
田
村
一
吉
、
徳
永
寅

会

員

の

異

動

蔵

、
西
村
豊
治
、
福
島
秀
策

新

入

会

員

一

五

七

名

堀

江

鮭

一

、
矢
崎
正
方
、
若

退

会

開

三

名

葉

清

逝
去

会

民

五

九

名

与

井
上
真
、
井
上
久
男
、
五

集

会

十

嵐

庭

治

、
石
塚
保
、
市
川

総

合

一

回

鶴
男
、
上
原
栄
、
牛
久
保
長

例

会

二

回

一

一
、
大
塚
豊
美
、
大
村
太
子

評
議
員
会
、
支

部

長

会

=

一

同

一

一

一、
沢
口
源
作
、
白
川
字
、

顧
問
、
参
う
ん
よ
、
そ
の
他
懇
談
会

一

清
水
亥
熊
、
鈴
木
録
二
、
鈴

七
問

一

木
重
五
郎
、
春
原
定
栄
、
高

役

員

会

二

五

回
一

橋
初
太
郎
、
中
村
正
夫
、
中

役

員

改

選

一

村
恒
吉
、
中
井
武
一
郎
、
成

昭
和
二一
十
凶
作
十
」
l

一
月・

一H
母
校
内

一

富
治
男
、
長
谷
川
慶
蔵
、
矢

に
全
国
支
部
長
会
を
聞
き
役
員
の
任
期

一

鳥
源
太
郎
、
渡
辺
昌
夫

満
了
に
伴
う
け
逃
併
を
ね
な
い
次
の
通
り

一
6

前

役

員
に
感
謝
状
並
び
に
記
念
品
贈

選
任
し
た
。

一

呈

会

頭

河

村

弘

一

昭

和

三

十

四

年

十

二

月

十

九

日

前

役

刷

会

頭

パ

山
清
一

、
問
丸
将
士
、

一

員

並
び
に
会
計
監
事
に
対
し
記
念
品
を

萩
原
義
刻

一

添
え
感
謝
状
を
贈
呈
し
正
副
会
頭
に
は

幹

事

安

島

宜

忠

、
赤
塚
康
太
郎

一

金
壱
封
を
添
加
し
た
。

天
野
博
徳
、
大
内
英
男
、
小

一
7

役

員

辞

任

谷
虎
次
郎
、
佐
藤
徹
一
郎
、

一

回
和
三
十
五
年
六
月
五
日
河
村
会
頭

斎
藤
寛
三
郎
、
重
浦
清
治
、

一

は
一
身
上
の
都
合
に
依
り
(
日
本
歯
科

関
根
永
滋
、
提
敏
郎
、
塙
真

一

医
師
会
長
就
任
)
辞
任
し
た
。
同
日
付

一
、
松
山
茂
樹

一

を
も
っ
て
河
村
会
頭
の
委
嘱
し
た
顧
問

会
計
院
事
高
北
義
雄
、
地
娩
鐙
雄

一

参
与
は
自
然
解
任
と
な
る
旨
を
通
告
し

5

顧

問

及
び
参
与
委
嘱

一

在
任
中
の
御
尽
力
に
対
し
謝
意
を
表
し

昭
和
三
十
四
年
十
二
月
十
三
日
付
を
一
た
。

以
て
、
次
の
通
り
委
嘱
し
た
。

一
8

役
員
改
選
(
補
欠
選
挙
)'

顧

問

荒

谷

竜

、

石

河

幹

武

、

池

一

昭
和
三
十
五
年
六
月
十
八
日
母
校
内

一O
名

仁
、
四
O
八
名

参

東

七
、
四
一
八
名

京

歯

科

大

学

同

喧E
_c..' 

会

庶

務

報

告

白
昭
和
三
十
四
年
十
一
月

至
昭
和
三
十
五
年
十
月

に
全
国
支
部
長
会
を
聞
き
(
評
議
員
会

一

も
同
時
に
開
催
)
河
村
会
頭
の
辞
任
に

一

伴
う
補
欠
選
挙
を
行
な
い
、
ま
ず
矢
崎

一

正
方
氏
を
会
頭
に
選
任
し
、
副
会
頭
片

一

山
清

一
氏
以
下
役
員
並
び
に
会
計
監
事

一

は
辞
任
を
届
出
で
更
に
次
の
通
り
選
任

一

し
た
。

-

会

頭

矢

崎

正

方

一

副
会
頭
片
山
清
一

、
田
丸
将
士
、
一

萩
原
義
雄

一

幹

事

安

島

宜

忠

、
饗
庭
格
太
郎

一

天
野
博
徳
、
木
村
吉
太
郎
、
一

小
谷
虎
次
郎
、
佐
藤
徹

一
郎

一

斎
藤
寛
三
郎
、
重
消
清
治
、
一

関
根
永
滋
、
高
橋
敬
文
、
塙

一

真
一

、
見

明

清

一

会
計
院
事
高
北
義
雄
、
地
挽
鎧
雄

一

9

名

誉
会
員
推
的

一

昭
和
三
十
五
年
七
月
十
五
日
役
員
会

一

の
決
議
を
経
て
次
の
通
り
推
薦
し
た
。

一

大
村

一
男
氏
、
西
村
豊
治
氏

-

m
顧

問

委

嘱

一

昭
和
三
十
五
年
七
月
十
五
日
付
を
も

一

っ
て
次
の
通
り
委
蝋
し
た
。

一

荒
巻
広
政
氏
、
池
田
明
治
郎
氏
、
入
江

一

義
次
氏
、
上
回
貞
三
氏
、
河
村
弘
氏
、
一

北
村
宗

一
氏
、
九
津
見
島
氏
、
福
島
秀

一

策
氏
、
藤
原
四
郎
氏
、
掘
江
錠
一
氏

守

口

評
議
員
委
似

-

昭
和
三
十
五
年
七
月
十
五
日
付
を
も

-

っ
て
北
村
勝
衛
氏
以
下
六
十
二
名
に
本

-

会
評
議
員
を
委
畑
刑
し
た
。

-

ロ

会
則
改
正
委
員
委
嘱

-

昭
和
三
十
五
年
八
月
十
六
日
中
井
武

円

一
郎
、
石
塚
保
、
清
水
亥
熊
、
中
尾
一

一行

彦
、
松
井
隆
弘
の
五
氏
に
委
嘱
し
成
案

-

を
得
た
。

E

U

退
任
役
員
に
感
謝
状
並
び
に
記
念
品

一
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田
町
和
三
十
五
年
七
川
」
l

五
日
付
を
も

一

っ
て
今
回
退
任
さ
れ
た
河
村
弘
、
堤
敏

一

郎
、
赤
塚
康
太
郎
、
松
山
茂
樹
、
大
内

英
男
五
氏
に
対
し
感
謝
状
並
び
に
記
念

一

口
叩
を
贈
呈
し
た
。

一

一
日
役
員
地
方
山
張

一

一

期
間
中
身
作
文
部
総
会
、
辿
A
H
同
窓
会

一

へ
講
演
又
は
臨
附
の
た
め
山
保
し
た
役

一

員
は
会
頭
以
下
八
名
、
二
十
九
カ
所
で

一

あ
る
。

一
〈

〉

逝

去

会

民

一

余
田
憲
一
示
、
川
中
滝
雄
剤
、
沢
夙
造

君
、
本
間
消
煮
、
醐
州
略
作
君
、
平
岡
正

義
君
、
愛
知
由
郎
打
、
竹
下
正
雄
君
、

松
田
卯
三
郎
新
、
森
山
冠
治
君
、
小
林
祐

次
君
、
河
A
H
等
刻
、
田
中
隆
次
郎
君
、

泉
田
健
児
泊
、
鈴
木
惣
次
郎
刻
、
三
以
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大治下矢蔵穂雄草良古郎福浅吉細孝石逮
木京山島君坂君問視屋君三野君川君塚治
忠 、宏浩 、正 、春君胤 、郎丹 、元 、東君

雄高之君東男田美 、次同君治大孝 小 政
君橋君 、村君淵君田君島 、君橋君林君坂
。段 、河良、勝、代 、速森 、義 、五 、井

興相西雄関豊鳥武松雄本風郎浜ー柴敬
君木秀若田君取二添君金問君坂君田降
、鶴君 、貞 、義君イ言、之又 、智 、煽君
小彦 、友治山 f命 、四 11松山竹則片夫
川君春井君崎君大郎川11¥郎田君桐君磯
問 、日敏 、25 、l家君鈴 、京健 、正 、浩
治的字i児中 一 亀釜、占鈴 、三 田義 山 三. 
.n村 三 才l村民15谷 jili千.:/¥木高郎中君下君

、 蔵 11 、 寅君鋒京都 、 ~Í' F口君念 、佐

11 10 9 8 7 
次三次片 l伴鈴雄回塚君田弔慰等 無支しチ をた帥慢 各日顧 を五島る業卒 呈歓
君原君桐君木君代東 、中慰金の本調部た リ昭贈め会北 H百花本間昭母 王将旧卒に業昭し迎
、達 、正 、惣 、武政岡滝金又会期査長北 l和呈出百村和環会沢和校に弘業精証和ペ会
矢治高義愛次余ニ君島雄(は員間報宛海地三し発年勝 三 一参夙 三 に対量生励拝三 v を
喜君橋君知郎田君 、速君各見に内告見道震十そに祭術|ケ与造|寄し 、、 し夜十 催
、殿 、由君主豆 、河雄 、二舞対にを舞を津五のつに氏五を中氏五 l花|司小上 、与五 し

宅再警護塁手五ii要有震高雪主f露五営警22量出2矢言寄震竺主雲喜全農己主 日
松寅 、智 、井 、昭君束正)贈 i斉てしね九つ月壮別の |月に蔵 、月 J受賞朗リ実際月 念、
添蔵坂貝1)古敏田治 、村男 呈基死た被州き二に(後デト f共氏同 二 与( 、、 習し二 会
信君井君屋男中君亀良君 し金亡。災に太十し こ 欧ン三し葬年|ーし賞山桜成 、十 パ
四 、敬 、胤君隆 、谷雄 、 たを又 会至平四た O米国日た儀二二た状口井績在五 ツ

郎浅隆 小 次 、次大鐸君本 。以は 員る洋目。万視歯母。に月日。 、敏善優学日 ジ
君野君林君鷹郎木雄 、問 て火 のこに南 円察科校 際十母 品雄忠秀中母 を
、丹 、祐 、嶋君忠君石清 弔災 有 O 面米 )の医教 し一校 )の 、な学校 贈

と君同 の故を急大 助 八に部し引そ後 感接ニし弘た
手青は時日召記奥危 、爆手年所隊てきれ 、君せし月に前の数
力病に和憶村地適撃を 召 属よ研続 こ 直はざ 、ニ不ので目
的院市二に学よ切に拝集さり鎖きそち郷る今日吉令急、前
な主川十残長りな際命解れ鴨中口真に皇をさ午予夫ぎ坪
斗事病ーるよ救るしし除 、緑 、腔正母の得ら後感人応井
志に院年とり つ措 、たと大江 十 外銘校佐なな 十 によ援君
に任を 、こ 表た置 身 。ないダ四 科 のに賀いが時襲りをが
もぜ併大ろ彩。を命遇りにム年学優入県次ら遂わか求過
のら設学でさそ敢を々 、活の応教秀り小第人にれかむ労
をれす予あれの行賭 、母躍守召室 な、 城で命 逝 て つ るの
言 、る科ろた 功、 し母校し 備、 の成 昭中 あの去いて旨た
わそにのう こ 績よて校にた飛朝研緩和学る脆のた何のめ
せの当開。とにく真周復が行鮮究で十を。さ悲矢と電た
て健り設 はよ母に辺帰 、部平生卒三卒 を電先は話お
畳康 、と 人り校応の 、十 隊屡と業年業 痛に 、ながれ

合みす え期のを魅又朝た 川 代人 なと 日 栄年て 敏夜
空整てるこすとのと惑は鮮。病よの君こはな進選研二腕を
。御とこがし君なし鴨時君院り域はと君ら 、ば究十を別
ニ冥とにえてがっ去緑代は コ 庭を亦はがずそれ中三振た
月福も ftす急四たつ江にま l球 j説 、申手しのての年つず
八をにがも逝十。た節習た トのし多す腕て後国学助た診
日祈君生遺す八思こな得酒の選 、趣まと業同立位教。療
記るが前憾る歳えとどしを建手ス味で信務地弘論授 に
。次功ののにのばものた愛設とポにも望大に前文に 亦
第績追極至働平今名民しなし lしなとい独病を任 病
でを憶みつら索は調謡宴どてツていにに立院完ぜ 院
あ称をでたき頑昔子ア酎に鳴で 、処負進開歯成ら 管
りえ新あ こ 盛健のはリと 巴 らは写でふ展業科 、れ JI-Il 
まてらるとりそ活ーラな貢し中真あ所しし医二 、 に
す 、た。はをのり座ンる 献、 学はる多たた長ー|ーか そ
。謹に 返ーも草を 、やし市時素。大 こ 。に七ね の
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年年
十卜

月月

-

昭
和
三
1
四
年
十
一
月
三
日
母
校
内

に
お
い
て
第
六
十
五

M
総
会
を
聞
き
、

「

W

H
O
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
ニ
ュ

l
ジ
ラ

ン
ド
歯
科
衛
生
」
と
出
題
す
る
母
校
竹
内

教
授
の
講
演
及
び
「
社
会
保
障
下
の
歯

科
医
療
の
動
向
」
と
題
す
る
母
校
木
下

教
授
の
講
演
、
及
び
「
ハ

イ
ス
ピ
ー
ド

エ
ン
ジ
ン
」
を
談
る
座
談
会
を
母
校
加

藤
教
授
の
司
会
に
よ
っ
て
行
な
っ
た
。

2

昭
和
三
」l
五
年
二
月
二
十

一
日
第
七

十
六
回
例
会
を
母
校
内
に
聞
き
「
欧
米

に
旅
し
て
」
と
題
す
る
母
校
大
井
教
授

の
講
演
と
座
談
会
「
歯
槽
膿
漏
に
つ
い

て
」
を
舟
校
関
根
教
授
の
司
会
に
よ
っ

て
行
な
っ
た
。

な
お
、
こ
の
口
町
校
と
共
催
奥
村
鶴

昭和36年2月20日

吉
先
生
の
一
周
忌
法
要
を
営
み
、
柳
か

報
謝
の
念
を
搾
げ
た
。

3

昭
和
三
十
五
年
六
月
十
九
日
第
七
十

七
回
例
会
を
母
校
内
に
聞
き
、
座
談
会

「
会
員
の
声
を
聴
く
会
」
を
催
し
、
塙

幹
事
が
司
会
し
た
。
更
に
「
校
合
採
得

一

に
つ
い
て
」
と
題
す
る
母
校
鵜
養
助
教

一

授
の
講
演
を
行
な
っ
た
。

一

4

昭
和
三
十
五
年
三
月
二
十
四
日
観
光

一

関
、
日
本
歯
科
医
師
会
代
議
員
を
招
待

一

し
て
懇
談
し
た
。

一

5

昭
和
三
十
五
年
三
月
二
十
四

H
母
校

内
に
東
京
都
歯
科
医
山
師
会
代
議
員
を
招

待
し
て
懇
談
し
た
。

一

6

昭
和
三
十
五
年
三
月
二
十
二
日
母
校

一

内
に
お
い
て
本
年
卒
業
生
の
本
会
人
会

一

字
都
良
視
君
、
松
田
卯
三
郎
君
、
相
木

鶴
彦
君
、
森
豊
治
君
、
吉
田
建
士
君
、

沢
夙
造
君
、
森
本
金
之
丞
君
、
磯
浩
三

君
、
風
間
又
四
郎
君
、
池
田
盛
君
、
関

田
貞
次
君
、
細
川
元
孝
君
、
大
塚
釜
衛

君
、
竹
下
正
雄
君

火
災
見
舞
金
(
各
三
万
円
)

松
村
正
彦
君
、
藤
江
義
三
君
、
長
内
岩

七
郎
君

水
害
見
舞
金

(各
一

T
円
)

安
田
良
造
君
、
成
田
文
治
君
、
成
問
弥

男
造
君

ロ

本
年
度
内
に
会
報
六
回

(白
第
じ
十

一
号
、
至
第
七
十
六
号
)
発
行
全
会
員

に
郵
送
し
た
。

日

本
年
度
中
総
会
例
会
等
凶
催
毎
に
歯

科
商
成
の
協
力
を
得
て
歯
科
用
品
展
示

即
売
会
を
州
催
し
た
。

(以
下
次
号
)

坪

井

邦

久

君

を

悼

む

市
川
病
院

達

高



位

....... 
7-

声1
~ 

領

第78号

村2
固た

茂
君
由
昭
和
二
十
二
年
母

.
校
卒
業
、
二
十
五
年

品

九
月
ま
で
芝
浦
の
岡

本
歯
科
医
院
に
勤
務

後
、
現
在
の
新
宿
区

西
大
久
保
に
医
院
開
設
、
歯
科
診
療
に
従

事
し
て
お
ら
れ
る
。

昭
和
三
十
年
本
学
病
理
学
教
室
に
入
室

松
宮
教
授
指
導
下
に
精
励
せ
ら
れ
て
い
た

が
、

一
昨
三
十
四
年
十
一
月
、
東
京
医
科

大
学
に
学
位
精
求
論
文
提
出
、
昨
年
二
月

十
七
日
目
出
度
く
同
大
学
教
授
会
通
過
、

主
査
、
大
高
教
授
(
病
理
)
副
査
、
原
教

授
(
薬
理
)
向
、
飯
島
教
授
(
小
児
科
)
三

十
五
年
四
月
九
日
付
栄
あ
る
学
位
記
を
受

領
さ
れ
た
。
謹
ん
で
祝
す
。

主
論
文
水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
、

ュ
l

ジ
ノ

l
ル
を
以
て
す
る
乳
歯
の
感
染
根
管

治
療
の
実
験
的
研
究

他
に
参
考
論
文
六
件
州

も

'
'
u
&

ま
さ
る

森

本

優
君

h
-寸吋回
東
京
都
出
身
、
昭

E
--EF・
和

一干
四
年
母
校
卒

彊
圃
岡

正
渇
望
業
後
、
研
究
生
と
し

音

壁

材

法

て

保

存

部

長

を

お

E
B
I
l
i
-
-
l
き
、
二
十
五
年
助
手

三
十
年
に
は
講
師
に
就
任
せ
ら
れ
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
こ
の
間
関
根
永
滋
教
授
御

指
導
の
も
と
に
幾
多
の
貴
重
な
業
績
を
発

表
し
、
去
る
三
十
二
年
論
文
「
即
時
重
合

レ
ジ
ン
充
唄
材
の
歯
髄
に
及
ぼ
す
影
響
に

関
す
る
臨
床
病
理
学
的
研
究
」
及
び
副
論

文
九
筒
を
も
っ
て
神
戸
医
科
大
学
に
学
位

請
求
を
行
な
い
、
一ニ
十
三
年
五
月
七
日
に

東京歯科大学問窓会会報昭和36年2月20日(5) 

者

介

紹

藤
田
登
教
授
主
査
に
よ
り
教
授
会
を
通

過
、
こ
え
て
六
月
二
十
一
日
付
で
学
位
記

を
受
領
さ
れ
た
。

ζ
 、、1
 

1
 
ば
や
し
か
く

林

覚

い
ち一
君
圃

域
玉
県
出
身
、
昭

-
和
十
二
年
母
校
卒
業

一
関
根
教
授
指
導
の
も

司
と
に
臨
床
主
び
に
研

.
究
に
従
事
さ
れ
た

が
、
の
ち
札
幌
市
に
移
住
、
十
七
年
同
地

に
開
業
さ
れ
た
。
現
在
は
同
君
の
手
腕
が

か
わ
れ
て
北
海
道
歯
科
医
師
会
理
事
そ
の

他
多
く
の
要
職
に
つ
か
れ
、
特
に
北
海
道

歯
科
医
師
会
雑
誌
、
道
歯
通
信
の
編
集
に

御
活
躍
さ
れ
、
ま
た
、
日
本
歯
科
医
師
会

雑
誌
地
区
編
輯
委
員
を
つ
と
め
て
い
る
。

そ
の
問
、
二
十
九
年
北
海
道
大
学
医
学
部

解
剖
学
教
室
入
室
、
三
十
三
年
三
月
同
大

学
に
学
位
請
求
論
文
を
提
出
し
、
通
過
、

同
年
五
月
学
位
記
を
受
領
さ
れ
た
。
な
お

現
在
も
同
研
究
室
員
と
し
て
研
究
を
続
行

中
で
あ
る
。
主
論
文
「
森
ア
イ
ヌ
歯
牙
の

人
類
学
的
研
究
」

U

せ

が

の

家

さ

や

す

長

谷

川

正

康

若

腫
-
-
-
--
司

昭
和
十
七
年
九
月

臨
司
J
M
d園

wh
k母
校
卒
業
、
直
ち
同

盟
問

i
h
w
A圃
司

A
年
十
月
入
隊
し
、
終

属

国

園

町

田

戦

後

二

十

一

年

五

月

;11
1
1
1
11

'l

に
復
員
、
六
月
に
は

母
校
保
存
部
副
手
、
二
十
二
年
助
手
、
二

十
五
年
講
師
、
二
十
七
年
助
教
授
に
就
任

し
現
在
に
至
る
。
な
お
二
十
五
年
講
師
就

任
と
同
時
に
早
稲
田
大
学
診
療
所
歯
科
医

長
と
し
て
母
校
よ
り
派
遣
さ
れ
て
大
い
に

活
躍
し
て
お
ら
れ
る
。

そ
の
問
、
関
根
教
授
御
指
導
の
も
と
に

研
究
に
従
事
し
、
三
十
三
年
に
慶
応
大
学

医
学
部
に
主
論
文
「
ペ
ニ
シ
リ
ン
を
主
剤

と
し
た
糊
剤
に
よ
る
生
活
歯
髄
切
断
法
に

関
す
る
臨
床
病
理
学
的
研
究
」
を
も
っ
て

学
位
を
請
求
、
同
年
五
月
二
十
七
日
小
林

忠
義
教
授
主
査
に
よ
り
教
授
会
を
満
場
一

致
通
過
、
七
月
十
二
日
に
は
学
位
記
を
受

領
さ
れ
た
。
ま
た
同
君
は
昭
和
三
十
二
年

に
は
血
脇
賞
を
受
与
さ
れ
て
い
る
。

た
M

りし
武
君
吋

埼
玉
県
出
身
、
間

四
和
二
十
三
年
母
校
卒

て
来
後
直
ち
に
保
存
部

時
研
究
科
に
席
を
お

き
、
二
十
四
年
助
手

二
十
八
年
講
師
、
三
十
二
年
助
教
授
に
就

任
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
問
、

関
根
教
授
御
指
導
の
も
と
に
同
教
室
に
お

い
て
研
究
さ
れ
、
三
十
四
年
主
論
文
「
即

時
重
合
レ
ジ
ン
充
撲
の
歯
髄
に
及
ぼ
す
為

害
作
用
並
び
に
遮
断
法

(間
接
歯
髄
覆
軍

法
)
に
関
す
る
臨
床
病
理
学
的
研
究
」
を

も
っ
て
神
戸
医
科
大
学
に
お
い
て
学
位
を

得
ら
れ
た
。
な
お
主
査
は
藤
田
登
教
授

で
、
同
年
八
月
十
九
日
教
授
会
通
過
、
学

位
記
受
領
は
十
月
九
日
付
で
あ
る
。

駒主

橋t

た

と

凶

り

ん

包

多

湖

健

治

君

昭
和
十
一
年
母
校
卒
業
後
、
十
四
年
札

幌
逓
信
病
院
に
歯
科
医
長
と
し
て
勤
務
、

二
十
四
年
に
は
同
院
歯
科
部
長
に
就
任
し

て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
二
十
九
年
に
は

勤
務
の
傍
ら
札
幌
医
科
大
学
解
剖
学
教
室

に
専
攻
生
と
し
て
入
室
、
渡
辺
左
部
郎
教

授
の
も
と
で
研
究
に
従
事
さ
れ
、
主
論
文

「
家
兎
の
卵
巣
及
胎
盤
に
お
け
る
ア
ル
カ

リ
フ

ォ
ス
フ
ァ
タ

l
ゼ
の
組
織
化
学
的
研

究
」
副
論
文
六
編
を
も
っ
て
北
海
道
大
学

に
学
位
請
求
、
三
十
四
年
十
二
月
十
七
日

伊
藤
田
回
一
教
授
主
査
の
も
と
満
場
一
致
で

通
過
し
、
こ
え
て
三
十
五
年
二
月
十
一
日

付
で
学
位
記
を
受
領
さ
れ
た
。

下k

村E
念、

一守
登
君
聞

広
島
県
立
府
中
中

a
学
を
へ
て
昭
和
十
六

1

年
暮
母
校
卒
。
現
役

目
志
願
で
入
隊
し
、
終

1

戦
時
陸
軍
少
佐
で
ラ

パ
ウ
ル
よ
り
復
員
。
同
年
秋
よ
り
一
年
間

大
井
教
授
の
も
と
口
腔
外
科
を
勉
強
し
、

新
橋
駅
附
近
に
勤
務
さ
れ
、
三
十
一
年
春

港
区
芝
南
佐
久
間
町
一
ノ
五
三
一
に
医
院

を
開
設
さ
れ
た
。
翌
春
東
邦
医
大
微
生
物

学
教
室
に
入
り
学
位
論
文
に
精
励
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
本
年
四
月
十
二
日
の
同

大
学
教
授
会
に
て
桑
原
教
授
主
査
の
下
論

文
理
過
し
、
六
月
一
日
付
学
位
記
が
授
与

さ
れ
た
。
新
博
士
の
家
庭
に
は
房
子
夫
人

と
の
聞
に
二
男
あ
り
、
余
暇
に
釣
を
楽
し

ん
で
お
ら
れ
る
。
こ
の
九
月
で
満
四
十
二

才
。
期
界
の
た
め
ご
健
闘
を
祈
る
。

主
論
文

ウ
エ

ル
シ

ュ
菌
の
合
成
培
地
に
つ
い
て

(日
本
細
菌
学
雄
誌
十
五
巻
十
↓
号
)

(米
沢
和

一
記
)

力日か

禎E

い
色一
君
昭
和
三
年
神
田
の

生
れ
で
、
同
二
十
六

年
母
校
卒
。
始
め
同

窓
の
中
村
歯
科
医
院

に
勤
務
さ
れ
、
同
二

藤:

か
守利
君
圃

昭
和
二
十
三
年
春

調
母
校
卒
業
後
、
千
葉

蘭
県
教
育
委
員
会
技
師

圃

に
任
ぜ
ら
れ
、
歯
科

衛
生
を
主
管
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
同
三
十
年
末
よ
り
私

の
教
室
へ
千
葉
県
当
局
か
ら
派
遣
さ
れ

た
。
後
雪
の
功
成
り
、
予
て
提
出
中
の
論

文
は
同
三
十
四
年
七
月
東
京
医
歯
大
医
学

部
教
授
会
に
て
主
査
太
田
邦
夫
教
授
の
下

満
場
一
致
通
過
し
、
越
て
同
年
十
一
月
二

十
日
付
栄
あ
る
医
学
博
士
の
学
位
記
が
授

与
さ
れ
た
。
新
博
士
は
同
窓
の
横
浜
市
立

医
大
歯
科
教
授
岩
沢
易
博
士
の
長
男
で
、

非
常
に
綿
棒
な
頭
脳
の
特
主
で
能
吏
型
の

様
だ
が
、

二
閲
明
朗
か
つ
ユ

ー

モ

ア

あ

り
、
将
来
行
政
面
に
大
い
に
手
腕
を
振
わ

れ
る
事
と
思
う
。
(
六
頁
へ
つ
づ
く
)

十
八
年
東
京
医
歯
大
補
綴
学
教
室
に
専
攻

生
と
な
り
、
次
で
同
二
十
九
年
春
、
口
腔

衛
生
学
教
室
に
転
部
さ
れ
た
が
、
テ
!

?

の
都
合
上
、
生
化
学
教
室
荒
谷
教
授
の
下

で
学
位
論
文
を
完
成
さ
れ
た
。
同
三
十
四

年
六
月
十
七
日
の
同
大
学
医
学
部
教
授
会

に
て
、
主
査
宮
本
教
授
の
下
、
満
場
一
致

で
論
文
通
過
し
、
越
て
同
年
七
月
二
十
一

日
付
栄
あ
る
医
学
博
士
の
学
位
記
が
授
与

さ
れ
た
。
国
立
王
子
病
院
歯
科
に
も
お
ら

れ
た
が
、
目
下
吉
祥
寺
二
八
五
二
で
開
業

中
の
新
博
士
は
、
勤
勉
家
で
粘
り
強
く
、

渋
谷
区
青
葉
は
勤
勉
家
で
粘
り
強
く
渋
谷

区
青
葉
町
十
四
の
自
宅
に
は
薬
剤
師
の
夫

人
と
の
聞
に
一
女
が
あ
る
。
主
論
文
刊
に

よ
る
歯
牙
歯
医
の
燐
酸
代
謝
の
研
究
(
口

腔
病
学
会
雑
誌
二
十
六
巻
一
号
)
。
慶
祝
。

(黒
須
一
夫
記
)

M
r
b

さ
わ

岩
内
沢

正号
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近
畿
連
合
同
窓
大
会

晩
秋
の
十
一
月
三
イ
三
円
、
恒
例
の
近

畿
迎
合
同
窓
大
会
は
、
東
京
よ
り
福
島
学

長
、
矢
崎
会
長
、
安
品
開
事
、
阪
本
元
会

長
、
三
浦
事
務
局
長
を
迎
え
、
奈
良
県
支

部
担
当
の
下
に
奈
良
ホ
テ
ル
に
於
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。
午
前
十
一
時
頃
よ
り
参

会
者
陸
続
、

白
川
都
、
大
阪
、
兵
町
、

滋

賀
、
和
歌
山
、
奈
良
の
よ
ハ
支
部
よ
り
集
る

者
f
H
J
A

卜
名
、
午
後
一
時
記
念
出
影
を
行

な
い
、
二
台
の
パ
ス
に
分
来
、
観
光
に
向

う
。
先
ず
丙
円
山
の
万
策
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ

l
、
ポ
円
山
火
山
、
新
方
不
山
の
ド
ラ
イ
ブ

は
折
思
し
く
祭
天
の
為
め
制
大
な
る
大
和

平
野
の
眺
望
は
逸
し
た
が
、
そ
れ
で
も
残

り
の
紅
葉
に
わ
れ
わ
れ
の
日
を
業
し
ま
せ

る
も
の
の
、
パ
ス
ガ
イ
ド
の
説
明
に
て
万

葉
人
の
催
維
な
生
活
を
忍
ぶ
に
は
充
分
な

も
の
が
あ
っ
た
。
続
い
て
パ
ス
は
東
洋
文

化
の
古
里
と
呼
ば
れ
る
斑
鳩
の
里
に
法
隆

寺
を
訪
ね
、
引
返
し
て
凶
の
京
に
薬
師

寺
、
唐
招
挺
寺
を
訪
れ
、
飛山川
、
白
鳳
、

天
平
に
日
る
仏
教
美
術
の
粋
を
拝
観
し
、

古
都
の
情
緒
を
満
唄
し
て
、
薄
れ
、
会
場

の
奈
良
ホ
テ
ル
に
帰
着
し
た
。

大
会
は
午
後
五
時
よ
り
ホ
テ
ル
大
食
堂

に
於
て
校
歌
合
唱
に
始
ま
り
、
去
る
五
日

同
窓
会
評
議
員
会
に
出
席
の
た
め
上
京
の

途
次
、
急
逝
せ
ら
れ
た
る
塚
本
勝
也
兵
庫

県
支
部
長
、
其
他
物
故
会
員
の
追
悼
黙
祷

を
行
な
い
、
平
井
奈
良
県
支
部
長
の
開
会

の
辞
あ
り
、
次
い
で
矢
崎
新
会
長
の
挨
拶

を
拝
聴
、
同
窓
会
の
在
り
方
を
深
く
検
討

し
、
役
員
諸
君
と
共
に
時
代
に
マ
ッ
チ
し

東京歯科大学同窓会会報昭和36年2月20日

た
新
し
い
運
営
を
回
り
、
多
く
の
希
望
を

具
体
化
し
て
、
本
会
並
び
に
旬
校
の
永
遠

の
隆
盛
を
維
持
し
度
い
、
会
員
法
川引
の
積

板
的
な
御
助
言
と
御
協
力
、
御
支
同
伎
を
引

き
度
い
と
の
お
言
楽
で
あ
っ
た
u

続
い
て

興
本
先
生
よ
り
近
畿
連
合
同
窓
会
の
思
い

山
に
就
き
御
挨
拶
が
あ
り
、
(
女
烏
幹
事
よ

り
過
般
の
会
則
改
正
に
就
い
て
報
倍
、
説

明
が
行
な
わ
れ
、
福
島
乍
長
よ
り
は
母
校

の
近
況
を
詳
し
く
御
報
告
せ
ら
れ
、
御
挨

拶
が
あ
っ
た
。
引
続
き
片
山
副
会
長
、
兵

庫
県
支
部
長
代
理
沢
田
草
↑-
一
訴
の
挨
拶
等

々
あ
り
。
そ
の
頃
よ
り
宴
ま
す
ま
す
附
と

な
り
、
奈
良
県
会
員
岩
崎
之
A
令
嬢
の
ピ

ア
ノ
演
奏
な
ど
あ
り
、
会
場
は
各
テ
ー
ブ

ル
共
懇
親
の
度
い
よ
い
よ
深
く
、
そ
の
間

次
期
開
催
地
を
大
阪
府
に
決
定
の
報
告
あ

り
、
秋
岡
大
阪
府
支
部
長
の
挨
拶
を
兼
ね

(七
頁
へ
つ
づ
く
)

(五
頁
よ
り
つ
づ
く
)

主
論
文
小
筒
裂
潜
に
お
け
る
初
期
断
食
の
臨
床

的
診
断
法
に
関
す
る
研
究
(
口
腔
病
学

会
雑
誌
二
十
六
巻
二
号
)
。
慶
祝
。

(
岡
本
清
綾
記
)

山E

あ

S秋
君
田

和

歌
山
県
山
身
で

M

昭
和

ゴ
年
母
校
卒

a
業
。
直
ち
に
志
村
誠

品
麿
ド
ク
ト
ル

の
診
療
一

』
所
に
勤
務
さ
れ
、
そ

一

の
後
港
区
に
開
業
さ
れ
た
が
、
戦
災
の
た

一

め
鎌
合
に
移
転
。

同
二
卜
八
月
千
代
田
区
一

同

麹
町
ぃ
ハ
ノ
二
の
現
住
所
に
移
転
さ
れ
、
開

業
の
傍
ら
同
コ
|
一
年
存
よ
り
東
京
阪
歯

大
の
私
の
教
宅
及
法
医
学
教
室
で
学
位
論

文
に
精
励
さ
れ
た
。
後
雪
の
功
成
り
、
予

て
従
山
中
の
論
文
は
同
=一
|
四
年
間
月
十

五
日
同
大
学
教
校
会
に
て
主
査
古
畑
穐
基

教
俊
の
下
満
場
一
致
通
過
し
、
五
月
二
十

二
日
付
栄
あ
る
際
学
博
上
の
学
位
記
を
授

与
さ
れ
た
。
新
博
士
は
、
勤
勉
家
で
あ
り

福
徳
円
満
な
好
川
抑
止
で
あ
る
。

主
論
文
本
邦
人
男
児
時
間
?
の

レ
ン
ト
ゲ
ン
所
見

に
よ
る
年
令
推
定
に
関
す
る
研
究
(
犯

罪
学
雑
誌
一一
卜
同
巻
五
号
)。
慶
祝
。

(
岡
本
消
綾
記
)

路巴

千ちじ
ゅ
ん

ド

純

司

君

!

越

間

和

十

九
年
秋
母

j
峰
掴
校
卒
業
。
直
ち
に
海

匪

陸

軍
軍
際
学
校
に
入
学

・
・
困

し
、
同
二
十
年

一
月

.

.

.
 卒
業
。
佐
世
保
海
兵

団
医
務
科
勤
務
で
終
戦
と
な
り
、
横
浜
市

鶴
見
区
鶴
見
町
九
八
九
の
現
住
所
で
、
養

父
で
同
窓
の
八
五
郎
氏
の
下
で
開
業
。
同

三
十
年
四
月
よ
り
私
の
教
室
に
研
究
生
と

し
て
入
室
さ
れ
、
学
位
論
文
を
ま
と
め
ら

れ
、
同
三
十
四
年
卜
二
月
二
日
東
京
医
歯

大
医
学
部
教
授
会
に
て
主
査
北
教
授
の
下

論
文
通
過
し
、
同
三
十
五
年
二
月
十
八
日

付
栄
あ
る
医
学
博
士
の
学
位
記
が
授
与
さ

れ
た
。
新
博
士
は
細
い
身
体
に
似
合
わ
ず

頑
強
り
や
で
あ
り
、
夫
人
も
歯
科
医
で
盛

業
で
あ
る
。

主
論
文
偏
食
活
動
性
試
験
法
と
し
て
の
唾
液
緩

衝
能
、
酸
産
生
能
お
よ
び
ア
ン
モ
ニ
ア

窒
素
量
測
定
に
関
す
る
研
究
(
口
腔
病

学
会
雑
誌
二
十
六
巻
三
号
)
。
慶
祝
。

(
岡
本
清
綾
記
)

か

き

は

ら

ふ

き

柿

原

不

器

郎

君」
宮
崎
県
の
生
ま
れ

一
向
ト

へ

二

で
昭
和
二
年
母
校
卒

F
齢
恥
2
E
Eバハ同
業
、
直
ち
に
賛
育
会

一

・
・
・
・
・
聞
品
病
院
に
勤
務
の
傍
ら

一

i
J・
岡
仁
赤
坂
の
青
山
北
町
に

一

開
業
。
同
十
六
年
北
京
大
学
夜
学
院
教
皿
伐

と
な
ら
れ
た
。
終
戦
後
帰
国
、
東
方
歯
科

一

に
勤
務
さ
れ
、
次
で
大
船
の
非
現
業
員
組

↑

合
病
院
歯
科
部
長
に
転
じ
て
卓
抜
な
臨
床

手
続
を
娠
わ
れ
る
一
方
、
東
京
医
歯
大
の

私
の
教
室
に
籍
を
置
き
法
医
学
教
室
で
学

位
論
文
を
完
成
さ
れ
た
。
予
て
提
出
中
の

論
文
は
同
三
十
四
年
十
月
七
日
同
大
学
教

授
会
に
て
主
査
古
畑
種
基
教
授
の
下
通
過

し
、
十
一
月
二
十
五
日
付
学
位
記
授
与
さ

れ
た
。
新
博
士
は
希
に
見
る
誠
実
な
人
で

資
性
誠
に
温
厚
。
目
下
石
川
県
金
沢
市
尾

強
町
四
九
に
移
転
開
業
中
で
あ
る
。
長
男

昌

一
郎
君
は
同
三
十
四
年
母
校
卒
業
後
静

岡
日
赤
病
院
歯
科
勤
務
。

主
論
文
口
腔
諸
組
織
の
死
後
変
化
に
関
す
る
実

験
的
研
究
(
犯
罪
学
雑
誌
二
十
五
巻
二

号
)
。
慶
祝
。
(
岡
本
清
綬
記
)

す
-v

き

た

ω
り

の

hs

鈴

木

丈

信

君

大
正
六
年
二
月
績
浜
市
で
生
ま
れ
、
昭

和
十
五
年
春
母
校
卒
業
。
ま
も
な
く
陸
軍

東
部
大
部
隊
に
入
り
、
同
十
八
年
十
二
月

…
現
在
の
東
芝
電
気
鶴

一
見
病
院
に
勤
務
。
同

一
三
十
年
十
月
よ
り
私

叫
の
教
室
に
研
究
生
と

」
し
て
入
室
せ
ら
れ
、

学
位
論
文
に
熱
情
を
傾
け
ら
れ
た
。
後
雪

の
功
成
り
予
て
提
出
中
の
論
文
は
、
同
三

十
五
年
二
月
十
七
日
東
京
医
歯
大
医
学
部

教
授
会
に
て
主
査
教
授
の
下
満
場
一
致
通

過
し
、
同
年
三
月
二
十
八
日
付
栄
あ
る
医

学
博
士
の
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
新
博

士
は
、
見
る
か
ら
に
ま
じ
め
一

方
、
墜
す

ぎ
る
と
い
う
学
生
時
代
か
ら
の
評
判
そ
っ

く
り
で
あ
る
。

主
論
文
学
童
第
一
大
臼
歯
の
断
食
権
患
被
移
形

式
に
関
す
る
研
究
(
口
腔
衛
生
学
会
雑

誌
九
巻
四
号
)
。
慶
祝
。
(
岡
本
清
鰻
記
)

雄
君
和
歌
山
市
を
本
籍

曽
と
し
、
岡
山
県
津
山

ぷ
中
学
を
経
て
昭
和
十

四
年
母
校
卒
業
直
ち

?
に
渡
満
、
鄭
家
屯
ペ

ス
ト
調
査
所
に
勤
務
、
同
十
八
年
末
、
大

連
衛
生
研
究
所
に
転
勤
、
終
戦
で
留
用
。

同
二
十
八
年
末
、
貴
陽
医
科
大
学
に
勤
務
、

岡
三
十
年
春
引
揚
げ
て
来
ら
れ
た
。
同
年

七
月
国
立
柏
病
院
研
究
所
検
査
科
に
勤
務

の
傍
ら
、
満
州
時
代
の
旧
師
、
現
北
里
研

究
所
春
日
忠
警
部
長
の
下
に
て
在
満
時
代

の
研
究
論
文
を
完
成
さ
れ
た
。
予
て
提
出

中
の
論
文
は
、
同
三
十
五
年
二
月
二
十
九

日
の
慶
大
医
学
部
教
授
会
に
て
、
牛
場
大

蔵
教
授
主
査
の
下
通
過
、
越
え
て
五
月
二

十
三
日
付
医
学
博
土
の
学
位
記
授
与
さ
れ

た
。
新
博
士
は
目
下
、
同
病
院
に
程
近
き

柏
戸
根
戸
四
六
九
で
開
業
。

主
論
文
ぺ
ス
ト
菌
の
エ
ン
ベ
ロ
ー
プ
消
失
変
異

に
関
す
る
研
究

(
英
文
、
北
里
実
験
医

学
、
三
十
二
巻
一
号
)
。
慶
祝
。

(榎
本
起
記
)

高2

秀平

橋ピ



(六
頁
よ
り
つ
づ
く
)

て
、
本
会
に
対
す
る
二
、
三
の
要
望
発
表

が
あ
り
、
最
後
に
片
山
副
会
長
の
発
声
に

依
り
近
畿
連
合
同
窓
会
の
万
歳
を
三
唱
、

名
残
り
を
惜
し
み
つ
つ
本
大
会
を
閉
じ
、

午
後
八
時
散
会
し
た
。
(
平
井
義
英
記
)

昭和36年2月20日

部

浅

草

支

快
晴
に
恵
ま
れ
た

一
月
十
四
日
(
土
)

午
後
六
時
半
田
原
町
角
「
ゃ
っ
v

こ

料

亭

に
於
て
我
等
の
同
窓
会
浅
草
支
部
新
年
会

を
開
催
し
た
。
来
賓
と
し
て
浅
草
に
も
っ

と
も
縁
故
の
深
い
副
会
長
の
田
丸
先
生
を

お
迎
え
し
て
、
凶
ほ
し
い
昔
附
の
-
席
を
持

ち
た
い
と
い
う
切
な
る
希
い
が
叶
っ
た
訳

で
あ
る
。
熊
谷
理
事
司
会
の
下
に
山
添
理

事
の
閉
会
の
言
葉
、
続
い
て
中
久
喜
支
部

長
の
挨
拶
「
本
年
は
半
丑
に
当
り
牛
の
如

く
大
裂
を
一
歩
一
歩
力
強
く
踏
ん
で
堅
実

に
倦
ま
ず
弛
ま
ず
目
的
に
向
っ
て
突
進
し

大
な
る
成
果
を
挙
げ
る
よ
う
努
力
し
、
本

席
は
や
か
ま
し
い
問
題
は
一
切
抜
き
に
し

て
楽
し
く
呑
み
、
和
や
か
に
唄
い
大
い
に

若
返
え
り
た
い
」
と
結
び
、
田
丸
副
会
長

の
紹
介
者
に
当
支
部
で
多
年
苦
楽
を
共
に

し
た
沢
口
顧
問
を
指
名
し
た
。
煙
か
れ
た

氏
は
古
い
沢
山
の
写
点
や
ア
ル
バ
ム
を
回

覧
さ
せ
つ
つ
双
粋
会
や
高
風
会
の
過
古
を

偲
び
乍
ら
、
大
正
七
年
駒
形
開
業
の
由
来

を
話
り
、
共
の
後
東
京
都
歯
科
医
師
会
浅

草
支
部
と
改
組
せ
ら
れ
た
第
一
期
池
野
谷

支
部
長
の
時
幹
事
に
就
任
、
庶

務

を

担

当
、
第
二
期
沢
口
支
部
長
の
時
二
期
間
庶

務
主
任
と
し
て
劃
期
的
の
手
腕
と
業
績
を

時間し
、
又
学
校
歯
科
医
と
し
て
田
原
小
学

校
を
一
躍
全
国
的
に
有
名
校
た
ら
し
め
た

其
の
努
力
は
淘
に
目
覚
ま
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。
果
せ
る
か
な
日
本
歯
科
医
師
会
理

事
に
抜
躍
せ
ら
れ
、
又
其
の
後
に
は
上
回

東
京
都
歯
科
医
師
会
長
の
下
に
会
計
主
任

理
事
に
起
用
せ
ら
る
る
な
ど
多
々
益
々
弁

ず
る
底
力
を
発
揮
、
今
や
選
ば
れ
て
わ
が

同
窓
会
副
会
長
に
相
成
ら
れ
た
次
第
で
、
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此
の
上
は
尚
一
層
本
腰
を
入
れ
て
後
身
の

指
導
と
制
服
世
間
を
お
願
い
致
さ
ね
ば
な
ら
ね

と
結
ん
で
座
に
下
る
、
醐
加
七
回
丸
先
生
立

っ
て
約
品
川
分
に
亘
る
有
益
な
る
全
国
同
窓

並
び
に
同
業
の
分
布
状
況
そ
の
基
礎
な
ど

解
説
せ
ら
れ
、
今
後
の
医
政
問
題
の
在
り

方
、
推
進
力
な
ど
限
り
な
き
維
蓄
を
姥
濯

し
て
一
座
を
護
隠
せ
し
め
た
。

次
い
で
宴
会
に
移
り
、
佐
藤
徳
三
郎
君

の
発
声
で
乾
盃
や
お
家
芸
、
各
自
の
の
ど

自
慢
、
隠
し
芸
の
数
々
も
出
て
、
仲
を
取

持
つ
彼
女
達
も
仲
々
に
忙
し
そ
う
、
仇
て

斯
の
如
く
し
て
和
気
堂
に
満
ち
弱
々
健
に

若
人
の
胸
の
オ
ー
プ
ン
ゃ
い
か
に
、
実
に

春
符
千
金
の
価
、
老
い
も
若
き
も
普
き
新

年
の
夢
は
実
っ
た
で
あ
ろ
う
。
宴
附
と
な

る
や
石
原
副
支
部
長
ゃ
を
ら
立
っ
て
い
か

に
も
名
残
り
惜
し
そ
う
に
手
締
と
記
念
撮

影
が
あ
り
、
十
時
も
程
近
く
な
っ
て
野
口

理
事
の
閉
会
の
辞
に
依
り
盛
会
組
に
大
団

円
と
な
る
。
出
席
者
は
次
の
と
お
り
。

来
賓
田
丸
同
窓
会
副
会
長

会
員
沢
口
、
中
久
喜
、
酒
井
、
渡
辺
、

滝
沢
、
石
原
、
山
添
、
佐
藤
(
徳
)、

古
屋
、
加
藤
、
武
藤
、
野
口
、
小
菅

池
野
谷
、
高
田
、
熊
谷
、
本
山
、
岡

田
、
小
谷

。

以

上

(

係

記

)

ク〉

フ

ス

β、
t、

i便?

り:

一
貞
淑
な
お
婆
さ
ん
で
あ
る
の
に
は
、

驚
い
た
次
第
で
あ
る
。

こ
，
二
、
二
年
同
窓
会
報
に
珊
刷
会
と
扱
て
今
年
は
も
う
川
二
年
に
相
成
る
の

い
う
名
が
見
当
ら
な
い
の
で
、
ク
ラ
ス
会

一
で
、
今
秋
あ
た
り
一
度
盛
大
に
ク
ラ
ス
会

報
に
は
珊
瑚
会
は
既
に
消
滅
し
た
の
で
は

一
を
や
っ
て
見
ょ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

な
い
か
と
思
わ
れ
る
方
も
あ
ら
れ
る
こ
と

一
母
校
も
今
年
は
祝
賀
行
事
も
な
い
そ
う
で

と
存
じ
ま
す
の
で
、
久
し
振
り
に
筆
を
と

一
す
か
ら
、
殊
に
今
年
は
五
ロ
等
の
代
表
の
一

る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
吾
等
珊
瑚
会
は

一
人
関
根
君
が
六
、
七
月
頃
欧
米
視
察
に
母

決
し
て
消
滅
し
て
は
お
り
ま
せ
ん
、
御
安

一校
よ
り
派
遣
さ
れ
る
由
、
今
秋
に
は
同
君

心
を
乞
う
。

一
も
帰
国
さ
れ
る
話
で
あ
り
ま
す
の
で
、
歓

昭
和
三
十
四
年
度
十
一
月
の
同
窓
会
総

一迎
会
を
兼
ね
て
一
人
で
も
多
く
の
方
々
が

会
後
盛
大
に
会
を
催
す
積
り
で
全
国
会
員

一
上
京
さ
れ
て
、
関
根
君
の
視
察
談
を
拝
聴

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
御
通
知
致
し
ま
し
た
処

一
す
る
こ
と
に
致
し
て
は
と
存
じ
て
お
り
ま

御
便
り
を
戴
い
た
の
が
僅
か
半
数
、
又
時

一
す。

日
も
逼
迫
し
て
お
っ
た
た
め
、
適
当
な
場

一

先
き
に
松
宮
君
が
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
欧

所
も
予
め
決
定
す
る
こ
と
出
来
ず
、
当
日

一州
視
察
に
行
か
れ
て
帰
国
後
、
ク
ラ
ス
会

に
な
っ
て
足
立
区
開
業
の
木
村
菩
利
君
の

一
を
熱
海
で
開
催
し
、
同
君
の
有
益
な
る
視

御
好
意
に
よ
り
、
浅
草
の
支
那
料
理
や
正
察
談
、
殊
に
ク
ラ
ス
会
で
な
く
て
は
話
せ

華
で
開
催
、
当
日
集
っ
た
も
の
二
十
数
名
ぬ
重
要
な
る
講
演
を
拝
聴
し
た
の
で
あ
り

群
馬
の
田
村
君
、
金
沢
の
芦
本
君
、
牧
野
ま
し
た
が
、
今
度
も
そ
の
点
百
も
承
知
の

君
、
静
岡
の
林
君
等
々
遠
来
の
同
窓
が
一
関
根
君
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
や
有
益

堂
に
会
し
、
久
し
振
り
に
て
三
十
年
前
の

一
な
る
視
察
談
は
山
程
持
っ
て
来
ら
れ
る
こ

学
生
時
代
に
帰
り
、

一
タ
楽
し
く
過
し
た

一
と
と
存
じ
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
今
か

の

で

あ

り

ま

し

た

。

ら

大

い

に

期

待

し

て

お

っ

て

戴

迂

度

い

と

昨
年
は
ち
ょ
う
ど
母
校
創
立
七
十
周
年

一存
じ
ま
す
。

の
祝
賀
会
が
催
さ
れ
る
の
で
、
会
員
も
そ

一

尚
こ
の
際
特
に
御
願
い
致
し
ま
す
こ
と

ち
ら
の
方
に
出
席
さ
れ
る
方
が
多
い
こ
と
は
、
今
年
は
州
年
を
過
ぎ
た
の
で
あ
り
ま

と
存
じ
、
別
に
ク
ラ
ス
会
を
聞
く
積
り
は

一
す
の
で
、
家
挺
的
に
も
既
に
あ
る
程
度
の

な
か
っ
た
が
、
母
校
の
祝
賀
会
終
了
後
有
ゆ
と
り
が
出
来
た
頃
と
存
じ
ら
れ
ま
す
の

志
四
、
五
人
で
台
東
区
開
業
の
山
添
君
の

一
で
、
原
則
と
し
て
奥
さ
ん
御
同
伴
で
集
る

御
好
意
に
よ
り
浅
草
の
近
く
で
さ
さ
や
か

一
と
い
う
こ
と
に
決
め
度
い
と
存
じ
ま
す
。

な
が
ら
楽
し
く
一
タ
を
過
し
た
の
で
あ
っ

一若
し
当
日
止
む
な
く
奥
さ
ん
同
伴
出
来
ね

た
。
当
日
の
催
し
の
中
、
今
か
ら
約
廿
年

一
場
合
は
、

一
時
雇
で
も
同
伴
に
て
必
ず
出

前
、
新
聞
の
三
面
記
事
を
賑
わ
し
た
阿
部

一席
の
こ
と
い
ず
れ
詳
細
は
御
通
知
致
し
ま

定
が
出
て
来
て
、
皆
に
サ
イ
ン
を
し
て
く

一
す
。
御
賛
成
の
程
御
願
い
致
し
ま
す
。

れ
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
当
時
の
男
性
の
心

一

一

月

十

日

幹

事

長

悶

上

末

吉

胆
を
寒
か
ら
し
め
た
女
性
と
は
思
え
ぬ
程

一

珊

.o.. 
::z:;;: 

瑚

H 

期

a。、
::z:;;: 

O
立
春
も
過
ぎ
よ
う
や
く
春
め
い
て
き
ま

し
た
が
、

一
期
会
々
員
の
皆
様
に
は
御
元

気
で
日
々
御
活
躍
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

世
に
ま
さ
に
物
情
騒
然
と
落
着
く
暇
も
な

く
、
医
療
費
問
題
に
つ
い
て
も
危
機
に
追

い
や
ら
れ
一
せ
い
休
診
の
や
む
な
き
処
置

を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
誠
に
困

っ
た
問
題
で
あ
り
ま
す
。

O
「
医
療
危
機
突
破
大
会
」
「
国
民
の
医
療

を
守
る
集
会
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
そ
の

集
会
場
で
互
に
久
し
く
御
無
沙
汰
し
て
い

た
級
友
が
顔
を
合
せ
、
言
葉
を
か
け
あ
っ

た
り
、
時
に
は
水
道
橋
の
母
校
に
立
寄

り
、
多
く
の
級
友
に
会
っ
て
い
ろ
い
ろ
旧

交
を
温
め
た
り
で
き
る
の
は
、
思
い
も
か

け
ね
副
産
物
で
あ
り
、
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

O
昨
年
箱
根
で
開
催
さ
れ
た
「
一
期
会
第

二
回
総
会
」
に
て
決
定
し
た
一
期
会
役
員

改
選
の
結
来
、
会
長
は
見
明
君
の
再
H

逃
と

な
り
、
以
下
副
会
長
及
び
各
役
員
の
選
出

は
左
記
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
ω

副
会
長
日
関
根

・
荘

企
画
H
倉
繁

・
大
森

・
津
島

・
坂
田

庶
務
H
佐
藤
(徹
)
・
山永田

・
片
倉

会
計
H
羽
賀

・
山
本
(
勝
)

尚
、
各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
支
部

長
の
改
選
結
果
は
、
近
日
中
に
決
定
次
第

直
接
各
個
に
御
願
い
努
々
御
連
絡
致
し
ま

す。O
弁
骨
骨
か
掛
光
ト
:
・
(
木
屋
和
雄
君
記
)

今
秋
(
昨
年
)
は
栄
あ
る
国
体
が
熊
本
県

に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
す
。
不
肖
私
の
家

内
が
数
年
前
の
名
古
屋
の
国
体
に
出
場
し

ま
し
た
の
で
ち
ょ
っ
と
関
心
が
持
た
れ
ま

す
。
か
つ
て
の
大
戦
で
消
滅
し
た
熊
本
城



ー
コ
ッ
ク
ス
な
設

‘散

っ
て
お
り
ま
す
。
地
元
八

れ
に
は
一
万
ト
ン
級
船
舶
ニ
隻
が
横
付
け

で
き
る
築
港
も
完
成
目
前
で
す
:・・
。
そ

の
他
、
世
界
に
燦
た
る
大
阿
蘇
観
光
は
誠

に
一
興
で
あ
り
ま
す
。
御
家
族
御
同
伴
で

届大
出正
の元
あ年
つよ
たり
も昭
の和
の =
み 十
を五
さ年
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、
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九

早
穴
、
一
、
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三五
、
一ニ

Z

六
、
ニ
、
ニ

Z

豆
、
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Z

肉
、
一
、
七
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、
ニ
、
回

員

宮 熊弘烏新群北
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図書担当り
ロ可

左
に
列
記
し
た
も
の
は
最
近
図
書
館
で
購
入
し
た
専
門
書
の

一
部
で
す
。

こ
の
リ
ス
ト
は
逐
次
掲
載
さ
れ
ま
ず
か
ら
、
図
書
目
録
と
し

て
御
使
用
に
な
れ
ば
御
便
利
か
と
存
じ
ま
す
。

八第

「
和

書

」

医

療

法

・
医
歯
法
(
歯
科
医

深
田
英
朗
、
杉

田

師

法

)

解

昭

和

=
.
六
年
版

長

生

小

児

の

抜

医

学

通

信

社

間

和

三
五

歯
(
歯
科
写
真
文
庫
)
医

歯

薬

出

版

七

甲

表

用

乙

表

川

昭

和

三

五

医

学

通

信

社

昭

和

三
六

』

o
Z
の

F
2
2
等
著
落
合
精
一
訳

一
接
着
科
学
委
員
会
接
着
l理
論
と
応
用
1

小
児
歯
科
学
医
歯
薬
出
版

一

高
分
子
学
会
昭
和
三
五

昭
和
三
五

一
東
京
天
文
台
編
理
科
年
表

総
山
孝
雄

レ
ジ
ン
充
演
(
臨
歯
選
書
)

一

(
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